
　
町
で
は
、
６
月
議
会
に

お
い
て
、「
地
方
創
生
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
町
」
宣
言

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本

宣
言
は
、
現
在
策
定
中
の

次
期
総
合
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
と
の
関
連
性
を

示
し
て
達
成
に
つ
な
げ
る

こ
と
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原

動
力
と
し
た
地
方
創
生
を

推
進
し
、
よ
り
良
い
未
来

を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
を
謳う

た

っ
て
い
ま

す
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向
け
て
、

福
島
信
用
金
庫
、
三
井
住

友
海
上
火
災
保
険
と
の
包

括
連
携
協
定
や
町
職
員
へ

の
研
修
会
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

効
率
的
・
効
果
的
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
取
り
組
む
た
め

に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
識
を

深
め
る
た
め
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持続可能な社会の実現に向けて
「地方創生SDGs推進の町」宣言

1_ 町ホームページでSDGsについて解説　2_ 役場庁舎
内でもポスターを掲示して職員に意識づけ

個
人
住
民
税
知
事
表
彰

本
町
の
積
極
的
取
り
組
み
が
評
価

▶�

宇
佐
見
県
北
地
方
振
興
局
長
（
左
）

か
ら
感
謝
状
を
受
け
る
髙
橋
町
長

「
旧
役
場
庁
舎
敷
地
」

売
却
事
業
者
が
決
定

▶�

旧
役
場
庁
舎
敷
地
は
、
宅
地
分
譲

と
し
て
売
却
先
が
決
ま
り
ま
し
た

　

町
は
、
旧
役
場
庁
舎
敷
地

売
却
事
業
に
つ
い
て
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
て

募
集
審
査
し
た
結
果
、
不
動

産
業
で
あ
る
株
式
会
社
シ
ゲ

キ
（
会
津
若
松
市
）
を
選
定

し
、
８
月
18
日
に
事
業
実
施

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

公
募
し
た
３
、８
２
５
平

方
㍍
の
土
地
は
、
町
の
中
心

部
に
位
置
し
、
利
便
性
の
高

い
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
戸
建
て
住
宅
の
分
譲
地

（
17
区
画
）
と
し
て
提
案
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、㈱
シ
ゲ
キ
に
て
、

良
質
な
住
環
境
の
形
成
を
実

現
す
る
べ
く
、
宅
地
分
譲
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

県
が
実
施
す
る
「
個
人
住

民
税
優
良
市
町
村
知
事
表

彰
」
に
お
い
て
、
桑
折
町
の

徴
収
率
が
現
滞
合
計
で
97
・

46
％
と
前
年
度
よ
り
上
回

り
、
本
町
の
収
納
率
の
向
上

と
徴
収
努
力
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、8
月
3
日
、

宇
佐
見
明
良
県
北
地
方
振
興

局
長
が
役
場
を
訪
れ
、
髙
橋

町
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
2
年
度
に
続

く
、
2
年
連
続
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

個
人
住
民
税
と
は
、
町
が

課
税
・
徴
収
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
地
方
税
収
に
と
っ

て
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

審
議
会
が
計
画
案
を
町
長
に
答
申

　

町
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

10
年
間
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
あ
る
新
し
い
「
総

合
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
８
月
20
日
、
町
総
合

計
画
審
議
会
が
髙
橋
宣
博
町
長

へ
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

答
申
の
際
、
奥
原
英
彦
会
長

は
「
本
計
画
は
、
10
年
後
を
見

据
え
、
攻
め
の
姿
勢
で
作
成
し

て
お
り
、
時
代
を
先
取
り
し
て

い
る
と
言
え
る
。
本
計
画
が
全

庁
あ
げ
て
確
実
な
歩
み
を
進
め

る
た
め
の
『
羅
針
盤
』
と
な
る

こ
と
を
強
く
望
む
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
答
申
に
あ
た
っ
て

は
、
昨
年
８
月
、
町
民
や
有
識

者
、
各
分
野
の
代
表
者
19
人
で

構
成
す
る
同
審
議
会
へ
諮
問
。

６
回
に
わ
た
り
、
審
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
は
、
こ
の
答
申
後

に
再
調
整
を
行
い
、
９
月
議
会

に
議
案
と
し
て
提
出
し
、
審
議

を
受
け
ま
す
。

　町認定農業者の立場で、審議会
に参加しました。町の最上位計画
である「総合計画」に携わること
となり、自分には力不足ではない
かと思いましたが、これからの桑
折町を担う世代の一人として、勉
強のために取り組ませていただき
ました。
　委員になる以前から、町の取り
組みに関心をもっていましたが、
審議会に参加することで、より行
政に対する理解が深まりました。
農業従事者として、他の農業従事
者がより良い環境で農業を続けて
いけるように、また、新規就農者
が農業を始めやすい環境となるよ
うに、町の農業の将来を考え、自
分なりに意見を発言しました。
　これからは、農業分野以外でも、
町の取り組みに対して目を向けな
がら、自分にできることを、でき
る範囲で行い、町に関わっていき
たいです。

農
業
従
事
者
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
参
加

（
委
員
）

　ふくしま自治研修センター総括
支援アドバイザー兼教授として、
委員長を務めさせていただきまし
た。町外出身のよそ者ですが、審
議会をはじめ、こおり未来会議な
どで、町の実情や町民の皆さんの
思いを広く深く積極的に聞き取
り、計画へ反映させることができ
ました。
　町民の皆さんの意見をもとに、
委員全員で頭を悩ませ、ようやく
形となった総合計画です。計画を
作ったから終わりではなく、ここ
からが勝負です。計画策定はあく
までワンステップであり、町がさ
らに躍進するために、この指針が
生かされることを願っています。
行政が音頭を取りながら、町に住
んでいる人や町で働いている人、
これから移住してくる人々が「幸
せを実感できる元気な町」だと感
じられるように、取り組んでいっ
てほしいと思います。

奥
原 

英
彦
さ
ん

み
ん
な
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
町
に

（
委
員
長
）

　子育て世代として、総合計画づ
くりに参加しました。今まで町に
住んでいても、なかなかまちづく
りについてじっくりと考える機会
がありませんでしたが、これを機
に、改めて町の良さや将来像につ
いて考えるようになりました。
　審議会をきっかけに、家庭内で
も子どもと町についてよく話すよ
うになりました。意外と子どもな
がらに面白いアイデアがあり、ぜ
ひ中学校の授業などでも、行政の
取り組みについて理解を深める場
があっても良いのではないかと思
いました。
　さまざまな立場の委員の皆さん
と話し合いながら、一緒に総合計
画づくりに携わることができて、
とても良い経験となりました。こ
れからも、一歩踏み込んで町のこ
とに目を向け、町民の一人として、
より良い町をつくっていきたいで
す。

渡
邊 

裕
美
さ
ん

改
め
て
町
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
に（

委
員
）

1_ 奥原会長（右）と佐藤久仁夫副会長（左）から髙
橋町長に答申書と原案を提出　2_ 第 6回審議会

渡
邉 

慎
一
朗
さ
ん
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